
6月21日㊎　第1日目

■第1会場
開会の挨拶　13 ： 25 ～ 13 ： 30

基調講演1

13 ： 30 ～ 14 ： 00　座長 ： 窪田　　満　国立成育医療研究センター　総合診療部

小児保健のこれから
小枝　達也　国立成育医療研究センター

基調講演2

14 ： 00 ～ 14 ： 30　座長 ： 平山　雅浩　三重大学大学院医学系研究科　小児科

子育てのゴールはどのあたりに？
―能登半島地震で避難者支援を続ける中で感じたことー
越田　理恵　金沢市福祉健康局 担当局長　兼　金沢市保健所長

教育講演1

14 ： 40 ～ 15 ： 40　座長 ： 中右麻理子　北海道大学病院　児童思春期精神医学研究部門 / クリニック　希望

子どもたちの権利を守る多職種連携と協働
－児童精神科の現場から見た子どもたち－
富岡　麻子　北海道大学病院　医療技術部　精神保健福祉士

教育講演2

15 ： 50 ～ 16 ： 50　座長 ： 安田　一恵　子ども未来局子育て支援部　子育て支援課

年齢・成長に対応したこれからの性教育に向けて
安達　知子　恩賜財団母子愛育会　総合母子保健センター愛育病院　名誉院長
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6月21日㊎　第1日目

■第2会場
シンポジウム1　　EBPM型傷害予防の地域実装を進める

14 ： 40 ～ 16 ： 40　座長 ： 西田　佳史　国立大学法人東京工業大学工学院　機械系
武田　充人　北海道大学大学院　小児科学教室

SY1-1　東京都における「子供を事故から守る環境づくり」の施策について
添野　　宏　東京都子供政策連携室企画調整部　企画調整課

SY1-2　効果評価なき介入からの脱却
稲田　晴彦　東京大学医学系研究科　公衆衛生学分野

SY1-3　事故予防のためのデータ共有・知識共有プラットフォーム
北村　光司　国立研究開発法人 産業技術総合研究所

SY1-4　多様な状況やニーズの理解に基づく子ども安全エクイティ
大野美喜子　国立研究開発法人 産業技術総合研究所

イブニングセミナー

17 ： 00 ～ 18 ： 00　座長 ： 神谷　　元　三重大学大学院医学系研究科　公衆衛生・産業医学

アレルギーを制する腸内環境を
‒授乳期はビフィズス菌、離乳期以降は酪酸菌が作用する‒
永田　　　智　東京女子医科大学 小児科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共催 : ミヤリサン製薬株式会社

■第3会場
シンポジウム2　　　　小児医療を支えるのは誰か

14 ： 40 ～ 16 ： 40　座長 ： 窪田　　満　国立成育医療研究センター 総合診療部
茂木　恒俊　悠翔会在宅クリニック流山　院長

SY2-1　小児医療を支えるのは誰か　－このシンポジウムのねらい
窪田　　満　国立成育医療研究センター 総合診療部

SY2-2　開業小児科医から内科医へ
古田　博文　ふるた小児科クリニック / 札幌市小児科医会　会長

SY2-3　開業プライマリ・ケア医が考える小児科医との協働
一ノ瀬英史　いちのせファミリークリニック

SY2-4　総合診療医からみたこどもの成長と成人移行
小嶋　　一　手稲家庭医療クリニック

SY2-5　多職種への小児科教育 ～小児T&Aコース～
茂木　恒俊　悠翔会在宅クリニック流山　院長
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6月21日㊎　第1日目

■第4会場
シンポジウム3　 ゲノム医療法と小児の人権～それぞれの立場でできること

14 ： 40 ～ 16 ： 40　座長 ： 山田　崇弘　北海道大学病院　臨床遺伝子診療部
蒔田　芳男　旭川医科大学病院　遺伝子診療カウンセリング室

SY3-1　ゲノム医療法の成り立ち
高田　史男　北里大学大学院医療系研究科　臨床遺伝医学 / 北里大学病院　遺伝診療部

SY3-2　倫理の立場から
石井　哲也　北海道大学　安全衛生本部

SY3-3　法学の立場から
横野　　恵　早稲田大学　社会科学部

SY3-4　基礎研究からみたゲノム医療の背景技術と今後の展望
秦　健一郎　群馬大学大学院医学系研究科　分子細胞生物学

SY3-5　ゲノム医療が子どもたちにもたらす良いことそして懸念すること
～福祉の立場から
北川　聡子　社会福祉法人麦の子会

SY3-6　ゲノム医療法に期待すること
～小児医療をおこなう臨床遺伝専門医の立場から～
吉橋　博史　東京都立小児総合医療センター遺伝診療部　臨床遺伝科

SY3-7　看護師・認定遺伝カウンセラーの立場から
西垣　昌和　国際医療福祉大学大学院　遺伝カウンセリング分野
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6月21日㊎　第1日目

■第5会場
一般演題（口演）1　　　慢性疾患・感染症・予防接種

14 ： 40 ～ 15 ： 40　座長 ： 佐野　仁美　市立札幌病院　小児科
石黒　信久　北海道大学病院　感染制御部

O1-001　小児慢性疾患児のポジティブメンタルヘルスにつながる
要因：医療者を対象とした量的調査の自由記述のテキスト分析
飯尾　美沙　関東学院大学　看護学部

O1-002　痛みのコントロールの向上を目指し認知行動療法を実施した
小児四肢疼痛発作症の一例
古瀬　弘訓　鳥取大学医学部附属病院　脳とこころの医療センター

O1-003　学校心電図検診で発見され薬物療法開始前にtorsade de pointesを
発症したQT延長症候群の女　3例
元永　貴大　山口大学大学院医学系研究科医学専攻　小児科学講座

O1-004　札幌市におけるインフルエンザ桿菌・肺炎球菌ワクチン定期接種化による
小児細菌性髄膜炎の疫学的変化
佐野　仁美　札幌市小児科医会

O1-005　当院におけるHPVワクチン定期接種の取り組み
林　　麻子　北海道医療大学病院　小児科

O1-006　2023年夏から秋にかけて3回のピークを認めた
神奈川県内の中学校一校におけるインフルエンザ流行に関する検討
康井　洋介　慶應義塾大学　保健管理センター  

一般演題（口演）2　　　医療・保健・福祉①

15 ： 50 ～ 16 ： 50　座長 ： 森川俊太郎　北海道大学病院　小児科
石井　　玲　札幌医科大学医学部　小児科学講座

O1-007　学童期における保護者の就労状況と児の食生活習慣への影響
佐藤　ゆき　独立行政法人労働者健康安全機構　労働安全衛生総合研究所

O1-008　コントロール不良の摂食障害の母による食事制限が原因で
体重増加不良に陥った乳児例
山本　 朝日　市立旭川病院　小児科
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6月21日㊎　第1日目

O1-009　しつけと虐待に関する小中学生663名への実態調査
～子どもは親の“しつけ”をどう見てる？～
中村　明雄　順天堂大学　小児科

O1-010　4・5歳児対象発達相談における助言内容から見る相談動向の報告
浅井映美子　大阪大学大学院連合　小児発達学研究科附属　子どものこころの分子統御機構研究センター

O1-011　健やか子育てガイドによる検証：
育児困難感とメディア活用の関連について
秋山千枝子　あきやま子どもクリニック

O1-012　健やか子育てガイドによる検証：
子どもの行動・発達と保護者の育児困難感の関連について
前川　貴伸　国立成育医療研究センター

一般演題（口演）3　　　医療・保健・福祉②

17 ： 00 ～ 18 ： 00　座長 ： 佐藤　泰征　北海道大学医学部　医学教育・国際交流推進センター
山澤　弘州　北海道大学大学院　小児科学教室

O1-013　大分市における27年間の長期疫学データに基づく、
地域別小児肥満と食料品店舗数の推移の相関分析
前田美和子　大分大学

O1-014　ブラジル人学校の子どもの体組成と生活習慣の関連
山﨑　　彩　高崎健康福祉大学　保健医療学部

O1-015　在宅生活を送る脊髄性筋萎縮症I型患者３名が自己形成期を振り返り
語った思い－計量的テキスト分析を通して
三原　　俊　神戸大学大学院　保健学研究科

O1-016　医科歯科併設の在宅療養支援診療所における医療的ケア児を
対象とした歯科訪問診療の実践
髙井　理人　医療法人稲生会　生涯医療クリニックさっぽろ

O1-017　インクルージョンのための児童発達支援事業所の役割
吉澤　夏実　医療社団法人千実会

O1-018　バディスタイルの運動療法が運動の動機づけに繋がった
小児肥満の一症例
新田　麻美　北海道医療大学病院　リハビリテーション室
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6月22日㊏　第2日目

■第1会場
教育講演3　　　都道府県内の定期予防接種の広域化についての調査

  9 ： 40 ～ 10 ： 40　座長 ： 津川　　毅　札幌医科大学　小児科学講座

定期予防接種における全国の広域化実態調査報告
久保田恵巳　くぼたこどもクリニック / 日本小児保健協会　予防接種・感染症委員会

予防接種広域化 ～京都府方式～
三沢あき子　長野県諏訪保健所 / 日本小児保健協会　予防接種・感染症委員会

特別講演1

11 ： 00 ～ 11 ： 50　座長 ： 高橋　　悟　旭川医科大学　小児科学講座

繋ぐのは命
坂東　　元　旭山動物園

会頭講演

13 ： 10 ～ 13 ： 40　座長 ： 岡　　　明　埼玉県立小児医療センター

多職種連携：小児がんを例にとって
真部　　淳　北海道大学大学院　小児科学教室

教育講演4

13 ： 50 ～ 14 ： 50　座長 ： 菊池信太郎　医療法人仁寿会　菊池医院

成長曲線を用いた児童・生徒等の健康管理と成長障害の早期発見
原　　光彦　和洋女子大学家政学部　健康栄養学科

教育講演5

15 ： 00 ～ 16 ： 00　座長 ： 石倉亜矢子　函館中央病院　小児科

若者支援、いまむかし～無関心社会の罪・漂流する子どもたち
佐々木絵美　一般社団法人JOY
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6月22日㊏　第2日目

■第2会場
シンポジウム4　拡大新生児スクリーニングの全国実施と公費助成に向けた現状と課題

  8 ： 50 ～ 10 ： 50　座長 ： 村山　　圭　順天堂大学大学院医学研究科　難治性疾患診断・治療学
長尾　雅悦　国立病院機構北海道医療センター

SY4-1　新規疾患の新生児マススクリーニングを社会実装するために：
AMED研究開発およびこども家庭科学研究での取り組み
但馬　　剛　国立成育医療研究センター研究所　マススクリーニング研究室

SY4-2　新生児マススクリーニングと伴走型支援の仕組みづくりをめざして
中込さと子　信州大学医学部保健学科　小児・母性看護学領域

SY4-3　拡大新生児スクリーニングの全国実施と 公費助成に向けた現状と課題
花井　潤師　一般社団法人　北海道薬剤師会公衆衛生検査センター

SY4-4　新生児マススクリーニングで発見された有機酸・脂肪酸代謝異常症の
家族の思いと生活
柏木　明子　有機酸・脂肪酸代謝異常症の患者家族会　ひだまりたんぽぽ 

シンポジウム8　東日本大震災から得られた知見：みちのくこどもコホートより
‒親の精神健康や養育と子どもの発達の関連‒

13 ： 50 ～ 15 ： 50　座長 ： 梅本　正和　 うめもとこどもクリニック
八木　淳子　岩手医科大学医学部　神経精神科学講座 / 岩手医科大学附属病院　児童精神科

SY8-1　研究の概要と東北各県の現状からみえるもの‒Early Life Stressとその影響‒
八木　淳子　岩手医科大学医学部　神経精神科学講座 / 岩手医科大学附属病院　児童精神科

SY8-2　保護者のメンタルヘルスと子どもの情緒・行動の問題の関連について
福地　　成　東北医科薬科大学医学部　精神科学教室

SY8-3　子どもの発達とメンタルヘルスヘルスに関する調査結果
桝屋　二郎　東京医科大学　精神医学分野 / ふくしま子どものケアセンター

SY8-4　東日本大震災直後に出産した母親のメンタルヘルスとその子どもの
問題行動の関連についての5年後の検討‒被災時点の妊娠時期に着目して‒
山家　健仁　岩手医科大学　神経精神科学講座 

ランチョンセミナー1

12 ： 00 ～ 13 ： 00　座長 ： 越田　理恵　金沢市福祉健康局　担当局長　兼　金沢市保健所長

今、小児科医として改めて知っておきたいHPVワクチン
米川　元晴　おひげせんせいのこどもクリニック
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共催 : MSD株式会社
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6月22日㊏　第2日目

■第3会場
シンポジウム5　子どもたちのワクワクな未来を拓く：エコチル調査、大規模出生

コーホートの挑戦と展望

  8 ： 50 ～ 10 ： 50　座長 ： 池田　敦子　北海道大学大学院　保健科学研究院
山崎　　新　国立環境研究所　エコチル調査コアセンター

SY5-1　エコチル調査のあゆみ
山崎　　新　国立環境研究所　エコチル調査コアセンター

SY5-2　環境省エコチル調査北海道ユニットセンターの取り組み
田村菜穂美　北海道大学　環境健康科学研究教育センター

SY5-3　エコチル調査の成長領域の成果
山口　健史　北海道大学　環境健康科学研究教育センター / 北海道大学病院　小児科

SY5-4　新しい時代の発達評価
橋本　圭司　昭和大学医学部　リハビリテーション医学講座

SY5-5　身の回りに潜む化学物質と小児のアレルギー：
環境と子どもの北海道研究（北海道スタディ）の知見から
アイツバマイゆふ　北海道大学　環境健康科学研究教育センター 

SY5-6　大規模疫学データを活用した大学院博士課程研究指導教育について
岩田　啓芳　北海道大学　環境健康科学研究教育センター

シンポジウム9　小児医療の地域拠点化；どこに住んでいても、同じ医療を
受けられるためには何が必要か。

13 ： 50 ～ 15 ： 50　座長 ： 高室　基樹　北海道立子ども総合医療・療育センター
梶野　浩樹　網走厚生病院　副院長（小児科）

SY9-1　わが国における小児医療体制の全体像：厚生労働省研究班実施
「小児医療体制に関する全国実態調査」の知見から
佐藤　大介　藤田医科大学大学院医学研究科　病院経営学・管理学

SY9-2　二次医療圏集約化の現実と課題
平野　至規　名寄市立総合病院　小児科

SY9-3　北海道における小児医療確保について
大原　　宰　北海道保健福祉部地域医療推進局　地域医療課

SY9-4　北海道内における小児救急搬送の状況について
堀井　　勉　北海道総務部危機対策局　危機対策課

ランチョンセミナー2

12 ： 00 ～ 13 ： 00　こどもの血液がん治療の変遷
座長 ： 岡本 康裕　 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科　小児科学分野

病気や障がいをもつこどものための”こどもまんなか”チーム医療
平田　美佳　順天堂大学大学院医療看護学研究科　医療看護学部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共催 : 大原薬品工業株式会社
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6月22日㊏　第2日目

■第4会場
シンポジウム6　安心して子育てできる地域を創ろう

－障害や医療的ケアのある子どもと家族に焦点をあてて－

  8 ： 50 ～ 10 ： 50　座長 ： 松澤　明美　北海道大学大学院保健科学研究院　創成看護学分野
運上　佳江　特定非営利活動法人　ソルウェイズ

SY6-1　医療的ケア児支援法改正に向けて～現在地と課題、政策動向
加藤　千穂　医療法人財団はるたか会本部調査室 / 永田町子ども未来会議事務局長/こども家庭審議会障害児支援部会委員

SY6-2　医療的ケア児とその家族に必要なケアやサービス：アクセスと地域差について
大橋　和貴　北海道大学大学院保健科学研究院　基盤看護学分野

SY6-3　育ちを支えるケアやサービスの創出について ソルウェイズの取り組みより
運上　佳江　特定非営利活動法人　ソルウェイズ

SY6-4　医療的ケア児者が住み慣れた地域で安心して暮らすために
小山内淳子　北海道医療的ケア児者家族の会Team Dosanco 代表

SY6-5　緊急時・災害時の備えと地域づくり
北海道医療的ケア児等支援センター/医療法人稲生会

SY9-5　北海道における小児航空機搬送の現状―ドクターヘリ、
北海道防災航空室、メディカルウイングについて
奈良　　理　手稲渓仁会病院　副院長・救急救命センター長

SY9-6　小児重症患者搬送試験運航事業実現に向けて
福嶌　教偉　千里金蘭大学 / NPO法人日本重症患者ジェット機搬送ネットワーク

ランチョンセミナー3

12 ： 00 ～ 13 ： 00　座長 ： 古田　博文　ふるた小児科クリニック / 札幌市小児科医会　会長

夜尿症の診療テクニック ～ アラーム療法をやってみよう！
大友　義之　順天堂大学医学部附属練馬病院　小児科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共催 : 株式会社アワジテック

第8回多職種のための投稿論文書き方セミナー　　　　　小児保健協会企画

13 ： 50 ～ 15 ： 20　座長 ： 堀口　寿広　国立研究開発法人　国立精神・神経医療研究センター

系統的レビュー・スコーピングレビューの論文の書き方
大田えりか

尺度の使い方と論文でのまとめ方
長谷川智子　大正大学人間学部　人間　学科
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科

聖路加国際大学大学院看護学研究科 国際看護学



6月22日㊏　第2日目

■第5会場

  8 ： 50 ～ 10 ： 50　座長 ： 石倉亜矢子　函館中央病院　小児科
佐々木　理　天使病院　小児科

SY7-1　わが国で探索されるChild Death Review（予防のための子どもの死亡検証）
沼口　　敦　名古屋大学医学部附属病院　救急・内科系集中治療部

SY7-2　保健師は未来の子どもを救う必須のリソース
小鹿　　学　山梨大学医学部附属病院　新生児集中治療部

SY7-3　模擬事例検証　ビデオ解説
沼口　　敦　名古屋大学医学部附属病院　救急・内科系集中治療部

SY7-4　模擬事例検証
佐々木　理　天使病院　小児科 
石倉亜矢子　函館中央病院　小児科
米山　法子　地方独立行政法人市立秋田総合病院　小児科
安田　一恵　子ども未来局子育て支援部　子育て支援課
田中　洋祐　札幌市子ども未来局児童相談所　地域連携課
大西　昌亮　札幌市消防局　警防部救急科
沼口　　敦　名古屋大学医学部附属病院　救急・内科系集中治療部
小鹿　　学　山梨大学医学部附属病院　新生児集中治療部

シンポジウム7　　小児保健領域におけるCDRの取り組み方

ランチョンセミナー4

12 ： 00 ～ 13 ： 00　座長 ： 江川　　潔　北海道大学大学院　小児科学教室

運動発達がゆっくりの子どもの中に潜む治療可能な疾患、
脊髄性筋萎縮症について
粟野　宏之　鳥取大学研究推進機構　研究基盤センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  共催 : バイオジェン・ジャパン株式会社

一般演題（口演）6　　　遺伝・発達障害

13 ： 50 ～ 14 ： 50　座長 ： 外木　秀文　天使病院　臨床遺伝センター
永井　礼子　北海道大学病院　小児科

O2-001　ダウン症候群の粗大運動の関する調査研究＜第二報＞
歩行獲得に至る運動パターン
伊東　祐恵　横浜市西部地域療育センター

O2-002　保護者の育児ストレスと発達障害に近似する子供の行動特性の認識の
関連に関する調査
山中　梨央　東北大学医学部保健学科　看護学専攻
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6月22日㊏　第2日目

一般演題（口演）8　　　発育・発達・思春期

15 ： 00 ～ 16 ： 00　座長 ： 江川　　潔　北海道大学大学院　小児科学教室
落合　　悟　帝京大学病院　小児科

O2-007　乳児院における新版K式発達検査DQ高・低群とKIDS項目の関連

O2-008　小学生の生活機能に日中の覚醒度が及ぼす影響
～同一コホートにおける縦断調査～
滝澤　　恵　茨城県立医療大学保健医療学部　理学療法学科

O2-009　体重増加不良を主訴に来院した乳幼児の臨床的検討
落合　　悟　帝京大学　小児科

O2-010　トランジション外来における小児慢性疾患患者に対するメンタルヘルス支援
紙屋　千絵　国立成育医療研究センター　看護部 

O2-011　小児期から心身の不調に対して継続介入し、成人期に達した事例の
臨床的検討
中村　奈美　国立病院機構医王病院　小児科

O2-012　小児科クリニックにおける「医療教育コーディネーター」の配置とその役割
松野　泰一　あきやま子どもクリニック

O2-003　Vineland-Ⅱ適応行動尺度と新版K式検査でみた早産児の発達の評価
岡橋　　彩　日本大学医学部小児科学系　小児科学分野

O2-004　自閉スペクトラム症児を育てる家族の体験
‒小児科外来に通う子どもの家族へのインタビューより‒
高木　恵子　岐阜県立希望が丘こども医療福祉センター

O2-005　発達の気になる児童を対象とした地域で行う短期間のスポーツ実践が
体力・運動機能に及ぼす影響
山本　暁生　神戸大学大学院　保健学研究科

O2-006　発達検査場面における「普段はできるのに検査場面ではできない」に関する検討
中井　　靖　京都女子大学
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6月22日㊏　第2日目

■第6会場
一般演題（口演）4　　　看護・ケア・新生児

    8 ： 50 ～ 9 ： 50　座長 ： 岡本　年男　旭川医科大学病院　周産母子センター
名和　智裕　北海道立子ども総合医療・療育センター　小児循環器内科

O2-013　小児における協調運動能力と肥満度の関係に関する研究
渡辺　愛翔　北海道医療大学リハビリテーション科学部　理学療法学科　4年

O2-014　入院をきっかけに、社会的なつながりを取り戻した不登校、高度肥満小児の一例
上村さおり　北海道医療大学病院　看護部

O2-015　母親が示す子どもへの養育態度に対する母親と子どもの受け止め方の相違
西尾　　栞　東北大学医学部保健学科　看護学専攻

O2-016　後期早産児における早産児骨減少症発症リスクの検討
岡本　年男　旭川医科大学病院　周産母子センター

O2-017　メディカルウイングと救急車を用いた新生児、乳児搬送における振動、
バイタルサインの比較検討
中村　秀勝　北海道立子ども総合医療・療育センター

O2-018　早産・低出生体重児の幼児期・学童期の四肢骨格筋量指数に関連する臨床因子の検討
長野　伸彦　日本大学医学部小児科学系　小児科学分野

一般演題（口演）5　　　その他

10 ： 00 ～ 11 ： 00　座長 ： 阿部　二郎　北海道大学病院　小児科
古荘　純一　青山学院大学　教育人間科学部

O2-019　入院治療を通じて行なった理学療法介入により体重の減少や運動機能の
改善が認められた小児肥満症の一例
片岡　義明　北海道医療大学病院　リハビリテーション室

O2-020　高等教育進学後の発達障害者、境界知能者の進学、就労について
古荘　純一　青山学院大学　教育人間科学部

O2-021　1歳6ヶ月乳児健診にてASD傾向が認められた児への
母親同伴個別音楽療法の効果‒「視線計測装置GazeFinder」を用いて‒
八重田美衣　あきやま子どもクリニック　音楽療法士 / 臨床心理士

O2-022　傷害予防の研修を評価する～保育士等を対象とした研修の事後アンケート結果
山中　龍宏　緑園こどもクリニック

O2-023　保育所・認定こども園におけるコロナ禍の感染症予防対策実施による
乳幼児期の子どもへの影響
阿久澤智恵子　京都大学大学院　医学研究科

O2-024　保育者がマスクを外した時の乳幼児の反応の考察
七木田方美　比治山大学 短期大学部
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6月22日㊏　第2日目

一般演題（口演）7　　　事故・救急・災害①

13 ： 50 ～ 14 ： 40　座長 ： 武田　充人　北海道大学大学院　小児科学教室
石倉亜矢子　函館中央病院　小児科

O2-025　「救急外来における災害に備える1歩」
～災害対策のシステム構築と教育について～
鈴木麻友子　あいち小児保健医療総合センター

O2-026　医療的ケア児の自助・共助に資するスマホアプリと安否確認や
SOS受信が可能なウェブアプリの評価
中井　寿雄　高知県立大学　看護学部

O2-027　軽症の頭部打撲を経験した乳幼児の家庭内での転倒転落に対する母親の認識
川口美貴子　東京慈恵会医科大学　葛飾医療センター

O2-028　乳幼児行動シミュレータを用いた転倒・転落事故までにかかる時間の提示
能崎　直紀　東京工業大学

O2-029　幼児のよじ登りによる家具の転倒事故の力学的リスク評価手法
能崎　直紀　東京工業大学

一般演題（口演）9　　　事故・救急・災害②

15 ： 00 ～ 16 ： 00　座長 ： 佐々木大輔　北海道大学　小児科学教室
木原美奈子　苫小牧市立病院　小児科

O2-030　肢体不自由及び病弱児を対象とした特別支援学校の防災研修から」
見えた医療的ケア児の災害対策の問題点
中村　裕子　鳥取大学医学部附属病院　脳神経小児科

O2-031　人工呼吸器装着中の気管内吸引トレーニングが可能なシミュレータ
Simmar+ESTE-SIMの開発
コリー 紀代　北海道大学大学院　保健科学研究院

O2-032　地域校における医療的ケア実施体制の実態
三好由紀子　神戸市看護大学大学院　看護学研究科

O2-033　地域校における医療的ケア実施体制が看護師の役割遂行に及ぼす影響
三好由紀子　神戸市看護大学大学院　看護学研究科

O2-034　3か月未満のCOVID-19 症例から考えるパンデミック時における地域の
小児保健体制
木原美奈子　苫小牧市立病院　小児科

O2-035　新型コロナウイルス感染症パンデミック禍における保健師による母子支援
奥田　博子　国立保健医療科学院　健康危機管理研究部
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6月22日㊏　第2日目

■ポスター会場
一般演題（ポスター）1　　　保育・育児①

17 ： 10 ～ 18 ： 50　座長 ： 赤坂真奈美　岩手医科大学　小児科学講座

P-001　慢性疾患をもつ子どもの小学校入学に向けた保育園看護師による支援の実際
石川　紀子　北和洋女子大学看護学部　看護学科

P-002　Early Childhood Education and Care （ECEC）を指標とする保育の再考：
人生の始まりを力強く支える乳幼児期の教育とケアのために
石山ゐづ美　常葉大学 保育学部

P-003　コロナ禍における北東北の保育園の幼児への遊びの影響
高橋　　亮　岩手医科大学

P-004　保育・教育機関を利用する「保護者の子どもの健康管理」に対する保育者の認識
寺薗さおり　埼玉大学

P-005　保育園看護職のための研修会の評価と課題
－Covid-19アウトブレイクにより中断した研修会の再会から見えてきたもの－
相墨　生恵　岩手県立大学　看護学部

P-006　保育所保育士の小児一次救命処置の知識と自信への関連要因に関する横断研究
山田　恵子　新潟県立看護大学

P-007　園の分野別リーダー（保健・食育）にとって「手洗いの難しさ」を知ることの意義
三浦　由美　小田原短期大学　食物栄養学科・乳幼児研究所

P-008　生活習慣を整えると夜間の授乳回数は減るのか
‒生後４ヵ月と7ヵ月時の乳児健診時問診データを用いた検証‒
清水　悦子　茨城キリスト教大学

P-009　1歳児で示唆される修正週齢時の定期性ぐずりの保育所における再現研究
石川　卓磨　東京学芸大学大学院　連合学校教育学研究科

P-010　日本国内で実施された産後ケアの抑うつや不安に対する効果に関する文献レビュー
羽入田彩花　国立保健医療科学院　疫学・統計研究部

P-011　妊娠期に行う運動種目別に着目した母児への影響と効果に関する文献検討日本
国内で実施された産後ケアの抑うつや不安に対する効果に関する文献レビュー
柴田由里子　埼玉県立大学

一般演題（ポスター）2　　　保育・育児②

17 ： 10 ～ 18 ： 50　座長 ： 古田　博文　ふるた小児科クリニック / 札幌市小児科医会　会長

P-012　乳幼児の急病時に共働きの親が行った家事・育児・仕事の調整
德丸　裕恭　関東学院大学　看護学部

P-013　乳幼児を持つ父親のワーク・ライフ・バランスに関連する要因の検討
関　　美雪　埼玉県立大学保健医療福祉学部　看護学科
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6月22日㊏　第2日目

一般演題（ポスター）3　　　子育て支援

17 ： 10 ～ 18 ： 50　座長 ： 上野　倫彦　手稲溪仁会病院　小児科・こども救命センター

P-023　小学6年生は「子育て」についてどのように理解しているのか
～医教連携による小・中学生に対する教育プログラム開発～
吉川はる奈　埼玉大学

P-024　初めてベビーマッサージを実施した母親の気持ち
伊藤　良子　和歌山県立医科大学　保健看護学部

P-025　保護者とのやりとりに現れる保育者の専門性に関する検討
‒安意識が強い保護者をもつＢ児の事例から‒
伊藤　　優　広島大学大学院

P-026　３歳半の幼児を育てる母親の育児ストレスと関連要因に関する検討
本田　　育　名古屋大学 

P-014　乳幼児の困った行動への母親の対処
村松　三智　北海道医療大学大学院

P-015　親子をつなぐふれ愛の力 ～タッチケアを通して育む愛着について～
金内由香里　医療法人喜信会　じんキッズクリニック

P-016　保育施設における父親の支援ニーズ
阿川　勇太　大阪総合保育大学

P-017　保育所における保育士が感じる「見えづらさ」と課題に関する検討
両角　理恵　東都大学

P-018　園児の食物誤嚥事故を想定したチームでの緊急対応訓練
～シミュレーション・ベースド・トレーニングの実践報告～
嶋田　　純　帯広大谷短期大学　看護学科

P-019　幼稚園におけるダウン症のある幼児のインクルーシブ保育・教育実践
‒発達支援・適応支援・ありのまま支援の視点から‒

P-020　親子自然体験プロジェクト参加者の意識
仁藤喜久子　玉川大学教育学部　乳幼児発達学科

P-021　保育所・幼稚園における医療的ケア児の受け入れに関する実態
‒入園までのプロセスに対する保護者及び自治体担当者の認識を中心に‒

P-022

金丸　　友　千葉県立保健医療大学健康科学部　看護学科
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小柳　菜穂　東京学芸大学大学院　連合学校教育学研究科

上出　香波 駒沢女子短期大学　保育科



6月22日㊏　第2日目

P-027　子どもの年齢別にみた母親の育児ストレスの状況とコーピング特性
‒子どもが3～4か月，10か月，1歳6か月，3歳6か月の時期に焦点をあてて‒
宮﨑つた子　三重県立看護大学

P-028　産後ケアからつながる地域子育て支援の実践
～小児科医と助産師と母親スタッフの協働、その利点と課題～
福井　聖子　NPO法人はんもっく

P-029　成長と発達の記録ツール「Ikeda_s」の自治体における
活用促進のための検討
村田　絵美　大阪大学大学院　連合小児発達学研究科附属　子どものこころの分子統御機構研究センター

P-030　大学生における予定子ども数と影響要因との関連について
林田　りか　長崎県立大学

P-031　幼稚園における子どもが前向きに小児科受診できるようになるための
取り組み
内山由美子　帝京大学

P-032　幼児の生活習慣と保護者のストレス
黒谷万美子　愛知学泉大学

一般演題（ポスター）4　　　その他

17 ： 10 ～ 18 ： 50　座長 ： 植木　将弘　北海道大学大学院　小児科学教室

P-033　知的・発達障害のある人に対する現代の大学生の意識と態度
田中　里実　東京都立大学

P-034　保育施設における新型コロナウイルス感染症流行時の各保育施設の
感染管理状況について
中島そのみ　札幌医科大学保健医療学部　作業療法学科

P-035　保育施設における新型コロナウイルス感染症流行時の
各保育施設の感染症発生状況について
鵜野安希子　常葉大学

P-036　小児科外来から成人外来へ移行した知的障害と重度の自閉症のある成人
患者事例の報告～A大学病院の移行期医療連携チームの取り組みより～
白坂　真紀　名古屋大学

P-037　成人病棟での実務経験を持ち、小児・混合病棟へ配属異動となった
看護師を対象としたシミュレーション教育シナリオの開発
前田　留美　東京医科大学

P-038　「幼児体験ツール」を教材とした学習効果
‒IPE（多職種連携教育）による体験課題の考案‒
黒岩　志紀　森ノ宮医療大学看護学部　看護学科
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P-039　愛知県内2市の乳幼児健診における20年間の事故調査
杉浦　至郎　あいち小児保健医療総合センター　保健センター　保健室

P-040　愛知県内2市の乳幼児健診における14年間の事故予防対策調査
土屋　恵美　あいち小児保健医療総合センター

P-041　令和5年梅雨前線による大雨により被災した院内保育所の災害対応
西村　実穂　東京未来大学こども心理学部

P-042　未就学児を持つ親の水害対策の現状と課題
浅野　　翔　東京医療保健大学

一般演題（ポスター）5　　　発達障害

17 ： 10 ～ 18 ： 50　座長 ： 柳生　一自　北海道医療大学　心理科学部　臨床心理学科

P-043　当院の初診受付体制の変更による発達外来診療の変化
森　　愛実　大阪大学医学部附属病院　子どものこころの診療センター

P-044　自閉スペクトラム症の幼児への早期療育‒1事例における変化のプロセス‒
蒔田　恭子　大阪大学大学院　連合小児発達学研究科附属　子どものこころの分子統御機構研究センター

P-045　発達支援を要する幼児が母体心拍音を聴取したことによる情動的反応1 
‒自閉スペクトラム症児の事例‒
立本千寿子　兵庫大学　教育学部

P-046　発達支援を要する幼児が母体心拍音を聴取したことによる情動的反応2 
‒知的障がい児・ダウン症候群児の事例‒
立本千寿子　兵庫大学　教育学部

P-047　就学前から学齢期の発達障害を持つ子どもの保護者が
ペアレント・メンターに望む相談内容と支援の関連
達山　実和　神戸大学医学部　保健学科

P-048　耳鼻咽喉科健診時の視線計測による自閉スペクトラム症児が観察する
診療場面の明確化
川端　智子　滋賀県立大学

P-049　パンデミック初期に見られたADHD児の感染対策の困難とその要因
山本　知加　大阪大学大学院　連合小児発達学研究科

P-050　軽度知的障害児・境界域知能児の就学直後の学校適応に関する実態調査
佐藤　翔子　東京学芸大学大学院

P-051　訪問看護における発達障害児の家族支援の現状と課題
滝口　里美　県立広島大学保健福祉学部　保健福祉学科　看護学コース

P-052　保育所等訪問支援における児童発達支援センターと保育所等との
連携について
二重佐知子　姫路大学健康・教育実践研究センター　社会福祉法人願成寺保育園
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一般演題（ポスター）6　　　発育・発達・思春期

17 ： 10 ～ 18 ： 50　座長 ： 山口　健史　北海道大学　環境健康科学研究教育センター

P-053　学齢期ダウン症児の展望記憶に関する課題遂行と視覚的・聴覚的短期記憶との関連
橋本　創一　国立特別支援教育総合研究所

P-054　稀少遺伝性難病児の家族が遺伝リスクを巡り抱く困難と支援の現状・課題
久保　恭子　東京医療保健大学　立川看護学部

P-055　当院におけるダウン症児者のフォローアップ外来
中島　美佳　社会福祉法人函館厚生院函館中央病院　小児科

P-056　思春期の健康逸脱行動に対する家族からの誘い
西田みゆき　順天堂大学

P-057　高校生は性の不同意に関する相談にどう応じるか‒発達特性との関連を踏まえた検討‒
三浦　巧也　東京農工大学

P-058　情緒障害児の支援における教師の困難感について：KJ法による自由記述の分析を通して
岡本　　茉　東京学芸大学　教育学研究科

P-059　幼児期における社会情動的スキルを育む Social and emotional learning
“Second Step Program” の有効性の検証
細川　陸也　京都大学大学院　医学研究科

P-060　共同注意の成立頻度が学齢期の自閉スペクトラム症児の不適応行動を
軽減させる効果：神経衰弱場面における母子相互交渉の分析から
永井　祐也　岐阜聖徳学園大学

P-061　発達障がいグレーゾーンおよび未受診状況にある子どもの保護者支援の効果
富澤　弥生　東北福祉大学

P-062　発達障害の診断が児童・生徒に及ぼす行動の変化 ～養護教諭の語りを通して～
副島　尭史　神戸大学

一般演題（ポスター）7　　　医療・保健・福祉

17 ： 10 ～ 18 ： 50　座長 ： 寺下友佳代　北海道大学大学院　小児科学教室

P-063　将来の親世代の養護性、次世代育成力および子どもをたたくことについての
態度に関する調査 ‒男女による比較‒
井田　歩美　摂南大学　看護学部

P-064　将来の親世代の養護性と子どもをたたくことについての態度に関する調査
‒子どもとの接触体験による比較‒
鎌田佳奈美　摂南大学　看護学部

P-065　在宅医療的ケア児の親の援助要請スタイルとソーシャルサービス利用
状況の年齢層別比較
齊藤　麻子　順天堂大学　保健看護学部
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P-066　医療的ケア児等コーディネーターの役割実践の実際
金泉志保美　群馬大学大学院　保健学研究科

P-067　鹿児島県のHTLV-1母子感染対策における児のフォローアップ体制整備
に向けた質問紙調査
根路銘安仁　鹿児島大学医学部保健学科　成育看護学講座

P-068　医療的ケアが必要な幼児の保育の場での育ちを支援する保育士と
看護師の協働指針の考案と洗練
小柴　梨恵　元千葉大学大学院　看護学研究科　博士後期課程

P-069　北欧の高度医療施設におけるウロセラピスト専門外来での実践について交流報告
可児　幸恵　千葉大学大学院

P-070　化学療法を受ける小児の食事・栄養素摂取量および栄養バランスに
対する看護支援の検討
佐々木啓太　筑波大学大学院　人間総合科学研究群　看護科学学位プログラム

P-071　唇顎口蓋裂を合併する13トリソミー症候群への小児歯科的支援
伊藤　春子　日本歯科大学附属病院　小児歯科

P-072　こども家庭庁による調査を活用した保育施設における障害児虐待の発生頻度の推計
堀口　寿広　国立精神・神経医療研究センター　精神保健研究所

　

一般演題（ポスター）8
17 ： 10 ～ 18 ： 50　座長 ： 長尾　雅悦　国立病院機構　北海道医療センター

P-073　眠りへの支援を通じて子育てに伴走するアプリ「ねんねナビ」の社会実装
吉崎亜里香　大阪大学大学院　連合小児発達学研究科附属　子どものこころの分子統御機構研究センター

P-074　不登校傾向にあるこどもの親の養育行動の変化に焦点を当てたペアレント
トレーニングの有効性について
鈴木ミナ子　沖縄県立看護大学

P-075　周産期における父親の変化が母子の関係性に与える影響
‒母親が捉えた父親の変化の観点から‒
長濵　輝代　大阪公立大学　生活科学研究科

P-076　２０２３年度 電話相談室の現状から他機関専門職との関りを考える
檜垣　君子　認定NPO法人難病のこども支援全国ネットワーク

P-077　安定したピアサポート活動を継続していくために必要な課題
下村　美紀　認定NPO法人難病のこども支援全国ネットワーク

P-078　あそびのボランティアが病児と家族に与える影響と可能性
本田　睦子　認定NPO法人難病のこども支援全国ネットワーク

P-079　在宅重症児の学童期きょうだい支援プログラム
‒オンラインと対面を併用したプログラムの実施‒
古屋　悦世　北里大学看護学部
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一般演題（ポスター）9　　　医療・保健・福祉

17 ： 10 ～ 18 ： 50　座長 ： 平林　真介　北海道大学病院　小児科

P-083　保育所における0歳から2歳の食物アレルギー児への誤配誤食による
アナフィラキシー予防対応の困難と課題
遠藤　幸子　日本赤十字豊田看護大学

P-084　保育所における0歳から2歳の食物アレルギー児への誤配誤食による
アナフィラキシー予防を意識した実践
遠藤　幸子　日本赤十字豊田看護大学

P-085　肢体不自由児への心理リハビリテーションを介した支援：絵本と音楽の臨床心理学的
アプローチ‒絵本と音楽のコラボレーション参加者質問紙調査からの一考察‒
山本　 裕子　立命館大学大学院　人間科学研究科　博士課程後期課程

P-086　保育士・保育補助者を対象としたペアレント・トレーニング研修による
子どもへの関わり方の変化
秋山　実季　東邦大学医学部社会医学講座　衛生学分野

P-087　子ども医療に従事する看護師が認識するTNに必要な相談能力に関する質的研究
宮下佳代子　大阪公立大学大学院　看護学研究科

P-088　熊本豪雨災害後の母子のメンタルヘルスの実態と関連要因
甲斐村美智子　熊本保健科学大学

P-089　AYA世代にある重度重複障害者の生涯学習ニーズに関する一考察
合田　友美　千里金蘭大学

P-090　重症心身障害児とその保護者の特別支援学校卒業後の生活に向けた進路指導の実践
中山　祐一　大阪公立大学大学院　看護学研究科

P-091　医療的ケアを看護師のみで実施しているD特別支援学校における
学校支援プログラムによる看護師、教諭、養護教諭の変化
内　　正子　神戸女子大学看護学部

P-092　重症心身障害児の自立活動に対するリハビリテーション専門職の役割
‒学校教諭の困りごとの特徴に基づく学校コンサルテーションの視点‒
濱田　　匠　鈴鹿医療科学大学保健衛生学部　リハビリテーション学科

P-080　小児退院支援の教育への効果
福村　　忍　札幌医科大学　小児科

P-081　母親から見た遺伝性希少難病児（者）のきょうだい児への心理・
社会的影響と支援の課題
坂口由紀子　大東文化大学

P-082　小児生活習慣病外来を受診した小児肥満症の児に関する臨床的検討
小西　行彦　香川大学
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一般演題（ポスター）10　　　学校保健

17 ： 10 ～ 18 ： 50　座長 ： 岡本　孝之　北海道大学病院　小児科

P-093　就学時健康診断の実施状況‒市町村教育委員会への郵送調査から‒
竹中香名子　愛知学院大学

P-094　大学生が思春期の子どもたちに実施する性教育に関する文献検討
清水　史恵　京都看護大学

P-095　高校「生物基礎」におけるNIPTをテーマとした遺伝教育の実践
森藤香奈子　長崎大学生命医科学域　保健学系

P-096　小学生を対象とした健康診断の結果に基づく身体発育と登校状況との関連
鈴木美樹江　愛知教育大学

P-097　特別支援学校看護師の役割に関する意識の変化
川北　史恵　独立行政法人国立病院機構　鈴鹿病院

P-098　病児の「つよみ」の捉えに関する探索的検討：病弱特別支援学校の
小学部の教師を対象に
堀田　千絵　京都市立芸術大学

P-099　養護教諭のフィジカルアセスメントに関する実施状況および自信について
～新型コロナウイルス感染症流行を経験して～
佐藤　伸子　熊本大学教育学部

P-100　スコーピングレビューによる日本の学校看護師に関する研究の現状と課題
‒地域の小中学校と特別支援学校の学校看護師の比較を通して‒
多田里胡奈　石川県立看護大学看護学部

P-101　1型糖尿病患者の学校生活に期待する支援
山本　裕子　新見公立大学

P-102　小学校で医療的ケア児に関わる学校看護師の勤務継続プロセス
‒複線径路等至性アプローチによる1事例の検討‒
林田　一子　兵庫県立大学看護学部
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一般演題（ポスター）11　　　看護・ケア・慢性疾患

17 ： 10 ～ 18 ： 50　座長 ： 松澤　明美　北海道大学大学院保健科学研究院　創成看護学分野

P-103　思春期・青年期の胆道閉鎖症患者の療養生活の整えを支える
ケアガイドの有用性と活用課題の検討
平塚　克洋　昭和大学　保健医療学部看護学科

P-104　重症心身障がい児の在宅レスパイトケアを初めて行う訪問看護師の
ための教育資料の検討
徳島佐由美　昭和大学　天理大学医療学部　看護学科

P-105　感染対策を考慮した子どもの権利を擁護するための支援、付き添い者の
負担軽減をするための支援：病棟形態別の実施可能率の比較
小笠原史士　武庫川女子大学看護学部　看護学科

P-106　看護学生3年生に対する高機能シュミレーション教育の効果
‒実習前のシムジュニアを用いた呼吸状態及び全身状態の観察‒
下山　京子　帝京平成大学

P-107　維持療法期間における急性リンパ性白血病の「病気である我が子の生活を
確立しつつ、自分の生活を立て直す」親の体験
辻本　　健　埼玉県立大学保健医療福祉学部　看護学科

P-108　小児看護学におけるアクティブラーニングを導入した教育方法に
関する文献レビュー
上山　　和　新見公立大学

P-109　小児看護演習科目における看護過程展開と技術演習を関連づけた
教授方法の実践報告
遠藤　洋次　関西福祉大学

P-110　日本語版PEMSQ（てんかん児の服薬自己管理質問票保護者用）
尺度の信頼性と妥当性の検討
山田　真衣　新潟医療福祉大学看護学部　看護学科

P-111　保育所看護職の保健活動に関する国内文献の検討
‒保育保健業務の活動領域作成後の現状‒
竹中香名子　愛知学院大学健康科学部　健康科学科

P-112　栃木県内の大学附属病院における小児・AYA世代がん患者の
実態調査
田村　敦子　自治医科大学　看護学部
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6月22日㊏　第2日目

一般演題（ポスター）12　　　新生児・未熟児

17 ： 10 ～ 18 ： 50　座長 ： 高室　基樹　北海道立子ども総合医療 ・ 療育センター

P-113　深層学習を用いた新生児蘇生振り返りサポートシステムの構築
藤村　怜香　エフバイタル株式会社

P-114　家族の受け入れに苦慮し長期入院した１３トリソミーの１例
宮林　　寛　春日部市立医療センター　小児科

P-115　NICUから在宅に移行する医療的ケア児の家族へ看護師が行う看護の現状（1）
‒質問紙（量的調査）からの分析‒
草野　淳子　大分県立看護科学大学　小児看護学研究室

P-116　NICUから在宅に移行する医療的ケア児の家族へ看護師が行う看護の現状（2）
‒質問紙調査（自由記述）からの分析‒
草野　淳子　大分県立看護科学大学　小児看護学研究室

P-117　NICU・GCUを退院した医療的ケア児の両親が、退院後に入院中から
必要であったと考える退院支援
島田弥寿子　杏林大学医学部付属病院　総合周産期母子医療センターNICU・GCU

P-118　新生児集中治療室における看取りケア‒看護師の満足度と自責感‒
齋藤　沙織　岩手県立大学看護学部

P-119　病院内で早産児写真展を閲覧した家族の声～世界早産児デーの取り組みの実践報告～
笠井由美子　川崎市立看護大学

P-120　赤ちゃんと家族の望むNICUに関するアンケート調査
柴田　優花　国立成育医療研究センター　周産期・母性診療センター　新生児科

P-121　COVID-19蔓延下における医療的ケアを要する児の両親の
NICU退院後の思いと生活の質に関する調査
尾崎　玲奈　大阪成蹊大学看護学部　看護学科

P-122　障害児の歯科定期受診に関する保護者への意識調査
宇佐見智里　日本歯科大学附属病院　小児歯科
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6月23日㊐　第3日目

■第1会場
教育講演6

  9 ： 00 ～ 10 ： 00　座長 ： 平山　雅浩　三重大学院医学系研究科　小児科学

特定分野に特異な才能のある児童生徒への支援の推進（通称：ギフテッド）
‒三重大学教育学部附属小学校の実践‒
松浦　直己　三重大学教育学部/ 三重大学教育学部附属学校　企画経営室 / 三重大学・津市子ども教育センター

教育講演7

10 ： 10 ～ 11 ： 10　座長 ： 柳生　一自　北海道医療大学　心理科学部

一般外来で実践する！「ゲーム障害・引きこもり」診察
～ハームリダクションアプローチを用いた関わり方と支援～
白坂　知彦　手稲渓仁会病院　精神保健科

特別講演2

11 ： 20 ～ 12 ： 20　座長 ： 長　　和俊　地域医療機能推進機構　北海道病院

いのちの長さ・重さ・深さを考える～アフリカ・ケニアの療育現場から～
公文　和子　シロアムの園　代表

教育講演9

長 ： 津川　　毅　札幌医科大学医学部　小児科学講座

COVID-19やエムポックスの世界規模流行の経験とこれからの
感染症流行対策のあり方を考える
西條　政幸　札幌市保健福祉局　保健所 / 国立感染症研究所

教育講演8

13 ： 40 ～ 14 ： 40　座長 ： 窪田　　満　国立成育医療研究センター　総合診療部

中高生の自殺願望とメンタルヘルス対策
永光信一郎　福岡大学医学部　小児科

閉会の挨拶　15 ： 55 ～ 16 ： 00
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6月23日㊐　第3日目

ランチョンセミナー5

12 ： 30 ～ 13 ： 30　座長 ： 矢作　尚久　慶應義塾大学大学院　政策・メディア研究科

真のDX化を目指した母子健康3.0
栗田　敦志・中村　高歩　シミックソリューションズ株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 共催 : シミックソリューションズ株式会社

■第2会場
シンポジウム10　　公的健診での保護者に寄り添う子育て支援

  9 ： 00 ～ 11 ： 00　座長 ： 内川　喜盛　日本歯科大学附属病院　小児歯科
塙　　佳生　塙小児科医院

SY10-1　小児科医の立場から～子育て支援・保護者からの質問に答える～
佐藤　詩子　恩賜財団母子愛育会　愛育クリニック小児科

SY10-2　小児歯科の立場からー歯科健診について
丸山進一郎　医療法人アリスバンビーニ小児歯科

SY10-3　子どもの育てにくさと歯科健診－虐待に気づく所見について
宮新美智世　 元東京医科歯科大学小児歯科学・障害者歯科学分野 / はなここどもの歯のクリニック

SY10-4　管理栄養士の立場からー健診時における栄養相談について
太田百合子　東洋大学　福祉社会デザイン学部

SY10-5　心理職の立場から
吉田　弘道　専修大学

シンポジウム11　乳幼児健診で見つかる“ちょっと気になる子”‒線で行う評価と支援‒

13 ： 40 ～ 15 ： 40　座長 ： 三牧　正和　帝京大学医学部　小児科
前川　貴伸　国立成育医療研究センター総合診療部　総合診療科

SY11-1　5歳児健診のポイント
小枝　達也　国立成育医療研究センター

SY11-2　「ちょっと気になる」から始まる育児支援
平野　静香　医療法人社団　さいわいこどもクリニック

SY11-3　板橋区と当院における５歳児健診について
平山　貴度　 平山医院

SY11-4　米子市における５歳児健診の成果と課題
日浦　香織・小林　　悠　米子市こども総本部 こども相談課
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6月23日㊐　第3日目

■第3会場

ランチョンセミナー6　NF1＆HPP　Seminar～小児診療で知っておくべき治療選択肢のある希少疾患～

12 ： 30 ～ 13 ： 30　座長 ： 山田　崇弘　北海道大学病院　遺伝子診療部

神経線維腫症1型（NF1）の新たな治療選択肢と多診療科連携の必要性
白石　秀明　獨協医科大学医学部　小児科学

ALP低値が鍵になる難病～低ホスファターゼ症の診断と治療～
田島　敏広　自治医科大学とちぎこども医療センター　小児科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 共催 : アレクシオンファーマ合同会社

北海道企画

13 ： 40 ～ 14 ： 10　座長 ： 有賀　　正　社会医療法人母恋　理事長

北海道における15歳未満発症小児1型糖尿病児の長期予後調査
‒1959年から1996年発症児521例の解析‒
松浦　信夫　市立美唄病院　小児科 / 前北里大学　小児科

シンポジウム12　不登校児童生徒を多職種でどう支えるか ～ICTを活用した支援と医療連携のあり方

14 ： 20 ～ 15 ： 50　座長 ： 森藤香奈子　長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　保健学専攻
西垣　佳織　聖路加国際大学大学院看護学研究科　小児看護学

SY12-1　誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策の推進
仲村　健二　文部科学省初等中等教育局　児童生徒課　生徒指導室長

SY12-2　不登校児童生徒に対するICTを活用した支援に関する調査の報告
小島　令嗣　 山梨大学　社会医学講座

SY12-3　共に歩む : 不登校児童支援におけるICT活用と多職種連携の展望
石井　隆大　久留米大学医学部医学科　小児科学講座

第12回　傷害予防教育セミナー　　　　　　　　　　　小児保健協会企画

  9 ： 00 ～ 11 ： 00　座長 ： 西田　佳史　国立大学法人東京工業大学工学院　機械系

こどもの傷害を減らすためのデータ収集および利活用
山中　龍宏　緑園こどもクリニック

最近の子どもの傷害事例とその対策
林　　幸子　国立成育医療研究センター　救急センター

海外の先進事例に学ぶ科学的な傷害予防の実践
北村　光司　国立研究開発法人 産業技術総合研究所

最新教材紹介とそれを活用した傷害予防ワークショップ・交流会
大野美喜子　国立研究開発法人 産業技術総合研究所
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6月23日㊐　第3日目

■第4会場

シンポジウム13  北海道の地方の子供たちにおける食物アレルギー対応～多職種の立場からの問題提起～

13 ： 40 ～ 15 ： 40　座長 ： 竹崎俊一郎　KKR札幌医療センター

SY13-1　組織的に取り組む食物アレルギーの対応～学校の立場から～
加納亜梨沙　旭川市立東町小学校　養護教諭

SY13-2　学校のアレルギー疾患に対する取組～教育行政の立場から～
篠原　弥智　北海道教育庁学校教育局　健康・体育課　健康・体育指導係

SY13-3　道内各地の学校教員と一緒にアレルギー対応を模索する看護師の立場から
大竹由香穂　 医療法人社団　真駒内キッズクリニック

SY13-4　地方基幹病院のアレルギー外来・診療支援を行っている
小児科医師の立場から
野上　和剛　札幌医科大学医学部　小児科学講座

ジョイントシンポジウム　　いのちの授業を通した医療と教育の連携推進

  9 ： 00 ～ 10 ： 30　座長 ： 山澤　弘州　北海道大学大学院　小児科学教室
齋藤　久美　国立大学法人筑波大学附属小学校

学校・医療者連携で実現する小学生とともに「いのち」を考える授業実践
内田　敬子　東京医科大学　細胞生理学分野 / 慶應義塾大学医学部　小児科

ASUKAモデルと小学校での救命教育
辻野　智香　さいたま市立高砂小学校

チームで構築する学校救急体制 ～連携シミュレーションの重要性～
檜垣　高史　愛媛大学大学院医学系研究科　地域小児・周産期学講座 / 移行期・成人先天性心疾患センター

市民公開講座  こどものWell-Beingをめざすために～バイオサイコソーシャルの視点の共有～

10 ： 50 ～ 12 ： 20　座長 ： 秋山千枝子　あきやま子どもクリニック

こどもを身体・心理・社会的に捉え、支援する医療・保健を目指して
五十嵐　隆　国立成育医療研究センター

ランチョンセミナー7

12 ： 30 ～ 13 ： 30　座長 ： 齋　　秀二　手稲渓仁会病院　小児科

成長ホルモン治療のアドヒアランス向上への新たな取り組み
～子どもたちの好循環を育む～
宇都宮朱里　広島市立北部医療センター安佐市民病院　小児科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共催 ： JCRファーマ株式会社
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6月23日㊐　第3日目

■第5会場
一般演題（口演）10　　　家族支援

  9 ： 00 ～ 10 ： 00　座長 ： 植田　佑樹　北海道大学病院　小児科
吾田富士子　藤女子大学人間生活学部　子ども教育学科

O3-001　幼児への性教育「いのちのおはなし会」への参加が母親に及ぼす影響
若林　沙来　田園調布学園　中等部・高等部

O3-002　医療的ケア児等コーディネーターが実施しているソーシャルワークの要因分析
田中　真衣　白梅学園大学

O3-003　意思が確認できない子どもの代諾者である母親の意思形成支援について
髙田　佳美　あいち小児保健医療総合センター

O3-004　食べることを嫌がる子どものご家族が望むサポート 意識調査から見えてきたこと
牛尾実有紀　大阪発達総合療育センター

O3-005　食べることを嫌がる子どもとその家族の心に寄り添う、食を楽しむための試み
柏木　淳子　大阪発達総合療育センター

O3-006　地域に根差した発達支援推進の取り組みの活動報告
山本　 暁生　神戸大学大学　院保健学研究科

一般演題（口演）12　　　子育て支援

10 ： 10 ～ 11 ： 10　座長 ： 江原　　朗　広島国際大学
古藤　幸子　北海道大学病院　小児科病棟看護部

O3-007　在籍保育所における親子療育教室の意義―第6報‒
発達の気になる子どもをもつ親の育児ストレスへの支援
橋本かほる　京都先端科学大学健康医療学部　言語聴覚学科

O3-008　テキストマイニングを用いた親子の絆づくりプログラム’赤ちゃんがきた！’の
効果の検証
原田　大輔　地域医療機能推進機構（JCHO）大阪病院　小児科 / 桃山学院教育大学人間教育学部　人間教育学科

O3-009　健常児の親へ医療的ケアの理解を促すための保育者の支援
‒地域でともに過ごす医療的ケア児の親の思いに焦点を当てて‒
木田　優子　弘前学院大学看護学部

O3-010　２歳児を育てている母親のしつけに対する思い
佐藤　睦美　愛知医科大学大学院　看護学研究科

O3-011　複数の合併症を持つ児を過小評価したために結果的に母の養育困難に
気づけなかった一例
髙村　恭子　国家公務員共済組合連合会立川病院　小児科

O3-012　わが国の父親への育児支援状況の概要
‒全国自治体への縦断調査と企業への調査結果より‒
高木　悦子　帝京科学大学
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6月23日㊐　第3日目

一般演題（口演）14　　　保育・育児

11 ： 20 ～ 12 ： 20　座長 ： 古瀬　優太　札幌市北保健センター　北区保健福祉部
幅田　有美　札幌市子ども心身医療センター　小児科

O3-013　A大学児童学科保育士養成学生への医療保育専門士の認知と授業の効果（その１）
鈴木　智子　四国大学　看護学部

O3-014　4年制大学の保育士養成課程の学生における医療保育専門士の認知と
授業の効果 2報
辻　　京子　四国大学

O3-015　全国20の政令指定都市における病児・病後児保育施設の利用と
感染症発生動向との関係について
江原　　朗　広島国際大学

O3-016　産後ケアと行政との情報共有事例について
小島久海子　あきやま子どもクリニック

O3-017　オンライン個別相談の有用性と課題に関する国内文献レビュー
海野　潔美　茨城キリスト教大学

O3-018　部活動の地域移行と子ども支援：音楽を中心とする教育実践に基づいて
山本　智子　国立音楽大学

一般演題（口演）17　　　保育園・幼稚園・こども園

14 ： 50 ～ 15 ： 30　座長 ： 兼次　洋介　北海道大学病院　周産母子センター
中島　　翠　北海道大学病院　小児科

O3-019　ペアレント・トレーニングが親の養育行動に与える影響: 事例報告
石井　篤子　大阪大学大学院連合　小児発達学研究科附属　子どものこころの分子統御機構研究センター

O3-020　幼稚園・保育園に子どもを通わす保護者の感染症に関する知識と
認識に関する研究
佐野　葉子　東京福祉大学保育児童学部

O3-021　保育所における与薬に関する保護者の意識‒子どもへの適正な与薬環境‒
柳　奈津代　東京大学大学院　薬学系研究科

O3-022　医療的ケア児の保育における多職種連携に関する研究
仲本　美央　白梅学園大学

北海道PUSHプロジェクト

13 ： 40 ～ 14 ： 40　座長 ： 山澤　弘州　北海道大学大学院　小児科学教室

「心臓突然死から救え！“みんなでPUSH”」一般市民向け救命講習会
“PUSHコース”：北海道PUSHプロジェクトの活動について
上野　倫彦　北海道PUSHプロジェクト / 手稲渓仁会病院　小児科・こども救命センター
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■第6会場
一般演題（口演）11　　　健診・検診

  9 ： 00 ～ 10 ： 00　座長 ： 小枝　達也　国立成育医療研究センター
安田　一恵　子ども未来局子育て支援部　子育て支援課

O3-023　健やか子育てガイドによる検証：生活習慣とメディア活用の関連について
小枝　達也　国立成育医療研究センター

O3-024　養育者による育児支援者への相談と関連する児の生活習慣や発育・発達関連因子に
ついての検討～地方自治体の３歳児乳幼児健康診査事業での問診票より～
岡邨しのぶ　NPO法人赤ちゃんの眠り研究所

O3-025　乳幼児健診利用者の現状調査
佐竹留美子　聖路加国際病院　小児科看護師

O3-026　山口県宇部市における生後２週間新生児健診の有用性の検証
高橋　一雅　山口大学医学部附属病院　総合周産期母子医療センター

O3-027　群馬県の拡大新生児マススクリーニングが県行政事業になるまでの
群馬大学小児科の取り組み
大津　義晃　群馬大学大学院医学系研究科 小児科学

O3-028　乳幼児健診における膝蓋腱反射の診察を用いた
神経筋疾患の早期発見の取り組み
下村　英毅　兵庫医科大学医学部　小児科学

一般演題（口演）13　　　学校保健①

10 ： 10 ～ 11 ： 10　座長 ： 泉　　　岳　北海道大学病院　集中治療部
竹崎俊一郎　KKR札幌医療センター

O3-029　開始から10年を迎えた小児集団施設におけるアレルギー対応ホットライン運用報告
鈴木　亮平　東京慈恵会医科大学附属第三病院　小児科

O3-030　「こどもまんなか社会」実現のための普通小学校の教員と医療職との連携
‒学校への医師、看護師、療法士の定期的な訪問活動について‒
海野　潔美　茨城キリスト教大学

O3-031　PICUで長期療養する中学生のくらしとことば
吉岡　尚孝　関西福祉科学大学

O3-032　普通小学校における学校教員と医療職の継続可能な連携活動の在り方について
市川　　睦　茨城県立医療大学保健医療学部　看護学科

O3-033　養護教諭による不登校児童生徒のきょうだい支援の実態と課題、
支援におけるニーズについての横断調査
宮園　佳穗　東北大学医学部保健学科　看護学専攻

O3-034　小学生における生活機能の性差と成長～同一コホートにおける縦断調査～
中山　智博　茨城県立医療大学保健医療学部　医科学センター
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一般演題（口演）15　　　学校保健②

11 ： 20 ～ 12 ： 20　座長 ： 土畠　智幸　医療法人稲生会
福村　　忍　札幌医科大学医学部　小児科学講座

O3-035　ブラジル人学校と公立小学校の子どもの体組成および生活習慣の比較
小原　成美　高崎健康福祉大学　保健医療学部

O3-036　園児の腎臓病および糖尿病検診の有用性について
岩池　　彩　岡崎市医師会

O3-037　医療的ケア児が在籍する小中学校への医師による巡回指導の有効性
－札幌市における3年間の実践より
土畠　智幸　医療法人稲生会

O3-038　小児の学校トイレにおける手指衛生状況の調査 ‒学校トイレ後の手洗いに
影響する心理的因子の探索およびA3法による手指衛生評価‒
大澤　まみ　新潟大学医学部　保健学科

O3-039　いのちの授業、何をどう伝えるか？　13年間の経験から
寺澤　大祐　岐阜県総合医療センター　新生児内科

O3-040　学校健診における潜在的な成長障害児の見逃しを防ぐ健康管理プロジェクト
の実践～福島県郡山市での成長曲線に基づくモデル実証から～
菊池信太郎　医療法人仁寿会　菊池記念こども保健医学研究所 / （公財）日本学校保健会　
　　　　　　　 成長曲線に基づく児童生徒等の健康管理モデル地区プロジェクト推進委員会

一般演題（口演）16　　　学校保健③

13 ： 40 ～ 14 ： 40　座長 ： 山本　雅樹　札幌医科大学　小児科学講座
小池　明美　札幌市学校医協議会 / 医療法人　宮の沢小池こどもクリニック

O3-041　家庭環境を理由に付き添いなしで長期入院加療を行った
急性リンパ性白血病の2例
山本　雅樹　札幌医科大学　小児科学講座

O3-042　小中学生への生活習慣に関するアンケート調査と健康教育の取り組み
森内　優子　イムス富士見総合病院　小児科

O3-043　医教連携による小・中学生に対する「親となるための教育プログラム」開発
是松　聖悟　埼玉医科大学　総合医療センター

O3-044　学校でのブコラム®口腔内投与を含むてんかん発作時の
対応研修プログラムの構築
－特別支援学校養護教諭を対象とした効果検証－
小澤　典子　慶應義塾大学　看護医療学部 

O3-045　多職種が関わる小児医療連携の会
菊池　　豊　芳賀赤十字病院

O3-046　札幌市の学校健診における成長曲線の有効活用 抽出基準の変更と自動抽出の開始
小池　明美　札幌市学校医協議会 / 医療法人　宮の沢小池こどもクリニック
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一般演題（口演）18　　　栄養

14 ： 50 ～ 15 ： 50　座長 ： 山田　雅文　酪農学園大学農食環境学群食と健康学類　医学・生理学研究室
林　　麻子　北海道医療大学病院　小児科

O3-047　一般の小児科クリニックでも可能な肥満指導の提案
岡村　暁子　札幌市学校医協議会 / うめつ小児科

O3-048　日本人幼児の貧血実態に関する研究
‒非侵襲的測定法による大規模貧血スクリーニングの有用性評価‒
井川　　愛 　国立成育医療研究センター

O3-049　子どもにおける食品群別摂取量の推移：
2001-2019年国民健康・栄養調査より
新杉　知沙　国立研究開発法人　医薬基盤・健康・栄養研究所

O3-050　アイトラッキング法を用いた小児期の食物嗜好の評価
木村　真司　岡山県立大学

O3-051　小児肥満外来にて公認心理師の担う役割
百々　尚美　北海道医療大学　心理科学部 / 北海道医療大学大学病院　医療心理室

O3-052　当院における小児肥満診療の現状と課題
林　　麻子　北海道医療大学病院　小児科
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